
●更新特典…水回りのクリーニングサービスなど

●壊れていなくても定期的に交換…クレーム防止

更新してもらうための取り組みとして下記のような取り組みもあるようです
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「長く住みたい」 と
　思ってもらえる賃貸住宅

こんにちは、ＰＭ事業部課長の関場淳介です。
近年、全国の賃貸住宅の空室率は増加傾向にあり、長期空室となる物件も増加の一途を
辿っています。 リフォームをしたり、家賃を下げるなどの空室を埋める対策がクローズアップ
されがちですが、現在の入居者への対策を行うことによって、未然に空室になることを防ぐ
ことができます。 今回は、空室対策ではなく、現入居者を 「退去させない」 対策について
考えてみましょう。
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1.地域社会の住生活の満足度をより高める。

2.資産家の収益の最大化を計り、資産価値をより高める。

3.従業員の物心両面の幸せをより高める。

1.顧客に感動を与える、より高付加価値サービスの提供。

2.顧客へのさらなる満足の提供の為に、経営者及び従業員一同心を高め常に自らを磨く事に努める。

3.常に感謝の気持ちを忘れず利他の心を持ち続け世の為人の為に誠実に行動する。

経営理念 経営方針（中期経営ビジョン）
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楽しんだ者勝ち

家具の組み立て

絵本が熱い !!
長期で入居していたお部屋が退去すると下記のような損失が予想されます。

●家賃減額損失
　入居当時と家賃相場が変わっていることがあり、
同じ部屋でも収入が少なくなることがあります。

●リフォーム損失
　古い設備を修繕したり、ニーズに合わせて
　交換したり、現状回復だけでは事足りない
　リフォームが必要になることがあります。

●設備投資損失
　クリーニング費用などの現状回復費用は必ず
　かかります。室内状況によっては数十万円の
　出費になることもあります

●空室期間損失
　退去してから実際に住み始めるまで、当然に
　収入がありません。時期によっては空室期間
　が長期化してしまう危険性もあります。

空室対策だけでなく、現入居者に対しての退去防止対策を今一度見直しましょう。

そして空室対策がニーズ　　　に合った設備投資かどうかを確認しましょう。

入居者に人気の人気設備ランキング２０１６　（全国賃貸住宅新聞）

所有物件の現状と顧客ニーズを比較して如何ですか？すぐに実施できないものが多く、
仮に実施しても退去リフォームと合わせると大きな出費になってしまいます。

単身向け物件 順位 ファミリー向け物件

ＴＶモニター付インターホン １位 独立洗面化粧台（↑前回２位） （↑前回２位）

独立洗面化粧台 ２位 追いだき機能（↓前回１位） （↓前回１位）

洗浄機能付き便座 ３位 ＴＶモニター付インターホン（→前回３位） （→前回３位）

インターネット無料 ４位 洗浄機能付き便座（↑前回５位） （→前回４位）

備え付け照明 ５位 システムキッチン（↑前回７位） （→前回５位）

２０１６年１０月１７発行
全国賃貸住宅新聞より


